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１  学 校 施 設 の 規 模 ・ 配 置 計 画 等 の 方 針  

 学 校 施 設 の 規 模 の 標 準 は 、 小 ・ 中 学 校 と も に 「 12 学 級 以 上 18 学 級 以

下 」と さ れ て い ま す が 、「 特 別 な 理 由 が あ る と き は こ の 限 り で な い 」と い

う 弾 力 的 な も の に な っ て い ま す （ 学 校 教 育 法 施 行 規 則 第 41 条 及 び 第 79

条 ）。学 校 施 設 の 規 模 に つ い て 、公 立 小 学 校・中 学 校 の 適 正 規 模・適 正 配

置 等 に 関 す る 手 引（ 平 成 27 年 1 月 文 部 科 学 省 ）を 参 考 に 以 下 の と お り 分

類 し ま し た 。  

 た だ し 、 特 別 支 援 学 級 数 は 、 複 式 学 級 の 解 消 や ク ラ ス 替 え の 効 果 に 影

響 し な い た め 、特 別 支 援 学 級 数 を 除 い た 学 級 数 で 判 断 す る こ と と し ま す 。 

 

 小 学 校  中 学 校  

過 小 規 模 校  複 式 学 級 が 存 在 す る 規 模  

小 規 模 校  

全 学 年 で は ク ラ ス

替 え が で き な い 規

模  

① 全 学 年 で は ク ラ ス 替 え が で き な い 規 模  

② 全 学 年 で は ク ラ ス 替 え が で き る 規 模  

③ 免 許 外 指 導 の 解 消 が 可 能 な 規 模  

標 準 規 模 校  学 校 教 育 法 施 行 規 則 で 定 め る 標 準 規 模 （ 12~18 学 級 ）  

大 規 模 校  標 準 規 模 校 を 超 え る 規 模 （ 19 学 級 以 上 ）  

 

 メ リ ッ ト  デ メ リ ッ ト  

小
規
模
校 

⑴ 一 人 一 人 の 学 習 状 況 や 学 習 内 容 の 定 着

状 況 を 的 確 に 把 握 で き 、 き め 細 か な 指

導 が 行 い や す い 。  

⑵ 意 見 や 感 想 を 発 表 で き る 機 会 が 多 く な

る 。  

⑶ 運 動 場 や 体 育 館 、 特 別 教 室 な ど が 余 裕

を も っ て 使 え る 。  

⑷ 児 童 生 徒 の 家 庭 の 状 況 、 地 域 の 教 育 環

境 な ど が 把 握 し や す い た め 、 保 護 者 や

地 域 と 連 携 し た 効 果 的 な 生 徒 指 導 が で

き る 。  

⑴ ク ラ ス 替 え が 全 部 又 は 一 部 の 学 年 で で

き な い 。  

⑵ ク ラ ス 同 士 が 切 磋 琢 磨 す る 教 育 活 動 が

で き な い 。  

⑶ 運 動 会 ・ 文 化 祭 ・ 遠 足 ・ 修 学 旅 行 等 の

集 団 活 動 ・ 行 事 の 教 育 効 果 が 下 が る 。  

⑷ 教 員 と 児 童 生 徒 と の 心 理 的 な 距 離 が

近 く な り す ぎ る 。  

大
規
模
校 

⑴ 児 童 生 徒 を 多 様 な 意 見 に 触 れ さ せ る

こ と が で き る 。  

⑵ ク ラ ス 替 え を 契 機 と し て 児 童 生 徒 が

意 欲 を 新 た に す る こ と が で き る 。  

⑶ ク ラ ブ 活 動 や 部 活 動 の 選 択 肢 が 増 え

る 。  

⑴ 学 校 行 事 等 に お い て 、 一 人 一 人 が 活 躍

す る 場 や 機 会 が 少 な く な る 。  

⑵ 児 童 生 徒 間 の 人 間 関 係 が 希 薄 化 す る 。  

⑶ 教 員 集 団 と し て 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 の

個 性 や 行 動 を 把 握 し 、き め 細 や か な 指

導 を 行 う こ と が 困 難 で あ る 。  

資 料 ： 公 立 小 学 校 ・ 中 学 校 の 適 正 規 模 ・ 適 正 配 置 等 に 関 す る 手 引 （ 文 部 科 学 省 ）  
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【 小 学 校 】  

 小 学 校 の 規 模 は 、 西 出 水 小 が 大 規 模 校 、 出 水 小 ・ 高 尾 野 小 が 標 準 規 模

校 に 分 類 さ れ ま す が 、6 校 が 小 規 模 校 で 、5 校 が 過 小 規 模 校 に 分 類 さ れ ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名

児童数 308 (18) 645 (50) 277 (10) 282 (42) 334 (42) 29 (4) 21 (0)

学級数 17 (4) 29 (9) 13 (2) 18 (7) 19 (8) 5 (2) 3 (0)

学校名

児童数 34 (0) 14 (0) 508 (25) 223 (15) 78 (8) 216 (9) 34 (1)

学級数 4 (0) 3 (0) 22 (5) 10 (3) 8 (2) 10 (2) 5 (1)

出水小 西出水小 東出水小 米ノ津東小 切通小 蕨島小

大川内小 上場小 高尾野小 下水流小 江内小 野田小 鶴荘前期

米ノ津小

令和元年5月1日現在

蕨島小

大川内小

上場小

鶴荘前期 江内小

米ノ津小

米ノ津東小

大規模校

（19学級以上）

切通小 東出水小

標準規模校

（12～18学級）

西出水小

過小規模校

（1～5学級）

小規模校

（6～11学級）

出水小

高尾野小

小

学

校

野田小

下水流小

※  （ ） 内 は 特 別 支 援 児 童 数 （ 又 は 学 級 数 ） を 再 掲  

資 料 ： 出 水 市 の 教 育   



出水市学校施設等長寿命化計画 

 

 

54 

 

【 中 学 校 】  

 中 学 校 の 規 模 は 、 出 水 中 が 標 準 規 模 校 、 米 ノ 津 中 ・ 高 尾 野 中 が 小 規 模

校 ③ に 分 類 さ れ ま す が 、 ４ 校 が 小 規 模 校 ① に 分 類 さ れ ま す 。  

 

 

 

 
 

 

 児 童 生 徒 数 は 引 き 続 き 減 少 傾 向 に あ り 、 学 校 の 小 規 模 化 が さ ら に 進 む

こ と が 予 測 さ れ ま す 。 こ の た め 、 本 市 に お い て は 学 校 の 統 廃 合 は 避 け て

通 れ な い 課 題 で は あ り ま す が 、 現 時 点 で は 具 体 的 な 統 廃 合 の 計 画 は 立 っ

て い な い 状 況 で す 。   

  学 校 が 小 規 模 化 す る こ と で 、 児 童 生 徒 が 集 団 の 中 で 切 磋 琢 磨 し な が ら

学 ぶ こ と や 、 社 会 性 を 高 め る こ と が 難 し く な る な ど 、 小 規 模 校 と し て の

デ メ リ ッ ト が 顕 著 に な る こ と が 懸 念 さ れ て い る こ と か ら 、 教 育 的 な 視 点

で こ う し た 課 題 の 解 消 を 図 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。   

一 方 で 、学 校 は 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 核 と し て の 性 格 を 有 す る こ と か ら 、

統 廃 合 へ 向 け て の 合 意 形 成 に つ い て は 、 保 護 者 だ け で な く 地 域 住 民 の 理

解 や 協 力 を 得 な が ら 進 め て い く こ と が 重 要 で す 。  

こ の た め 、 本 計 画 は 、 現 状 の 規 模 や 配 置 を 維 持 す る と 仮 定 し た 場 合 の

検 討 を 行 い ま す 。   

学校名

児童数 580 (8) 325 (21) 23 (0) 340 (16) 33 (1) 92 (3) 38 (0)

学級数 17 (2) 13 (4) 3 (0) 13 (3) 4 (1) 4 (1) 3 (0)

鶴荘後期出水中 米ノ津中 大川内中 高尾野中 江内中 野田中

令和元年5月1日現在

中

学

校

過小規模校

（1～2学級）

小規模校①

（3～5学級）

小規模校②

（6～8学級）

大規模校

（19学級以上）

江内中

野田中

出水中米ノ津中

高尾野中

鶴荘後期

大川内中

標準規模校

（12～18学級）

小規模校③

（9～11学級）

※  （ ） 内 は 特 別 支 援 児 童 数 （ 又 は 学 級 数 ） を 再 掲  

資 料 ： 出 水 市 の 教 育   
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２  学 校 施 設 の 改 修 等 の 基 本 的 な 方 針  

本 市 の 学 校 施 設 や 設 備 の 老 朽 化 、不 備 な ど の 実 態 を 踏 ま え 、「 学 校 施 設

の 目 指 す べ き 姿 」 を 持 続 的 に 実 現 し て い く た め の 基 本 方 針 を 次 の よ う に

設 定 し ま す 。  

 

⑴  長 寿 命 化 の 方 針  

学 校 施 設 の 老 朽 化 対 策 と し て は 、 改 築 と 改 修 が あ り ま す 。 一 般 的 に

改 修 と い っ て も 内 容 は 様 々 で あ り 、 対 象 は 部 分 な の か 全 体 な の か 、 ま

た 、 改 修 内 容 は 元 へ 戻 す だ け な の か 、 機 能 や 性 能 を 上 げ る も の な の か

で 、 下 図 の よ う に 4 つ の 概 念 に 整 理 さ れ ま す が 、 長 寿 命 化 改 修 は 、 建

物 全 体 を 改 修 し 、 併 せ て 性 能 向 上 を 伴 う も の と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存 RC 躯体 

 

 

 

 

 

RC 雑壁等を解体 

 

 

 

 

解体終了 

 

 

 

 

 

補強 

 

 

 

 

外装 

 

 

 

 

 

長寿命化改修完了 

資 料 ： 学 校 施 設 の 長 寿 命 化 改 修 の 手 引 （ 文 部 科 学 省 ）  

長 寿 命 化 改 修 の 例  

A.水平保有耐力が、検討結果安全となる耐震補強  B.自主的で経済的な補強 

 柱全階：炭素繊維補強               柱 1 階～4 階：炭素繊維補強 

 ピロティー：耐震壁増設              ピロティー：一部耐震壁増設 

部　分 全　体

原

状

回

復

修　繕 大規模修繕

性

能

向

上

改　善 長寿命化改修
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長 寿 命 化 改 修 で は 、 耐 久 性 や 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 、 以 下 の よ う

な 工 事 を 行 い ま す 。  

 

 

ま た 、 改 築 と 長 寿 命 化 改 修 に は 、 そ れ ぞ れ 以 下 の よ う な メ リ ッ ト と

デ メ リ ッ ト が あ り ま す 。  

 

構造躯体の経年劣化を回復するもの
コンクリートの中性化対策や 鉄筋の腐食

対策等

耐久性に優れた仕上材へ取り替えるもの 劣化に強い塗装・防水材等の使用

安全・安心な施設環境を確保するもの

・耐震対策（非構造部材を含む）

・防災機能の強化

・事故防止・防犯対策　　　　　　など

教育環境の質的向上を図るもの

・近年の多様な学習内容・学習形態への

　対応

・今後の学校教育や情報化の進展に対応

　可能な柔軟な計画

・省エネルギー化・再生可能エネルギー

　の活用

・バリアフリー化

・木材の活用　　　　　　　　　　など

地域コミュニティの拠点形成を図るもの

・防災機能の強化

・バリアフリー化

・地域住民の利用を考慮した教室等の配

　置の変更　　　　　　　　　　　など

耐久性向上

性能向上

維持管理や設備更新の容易性を確保するもの

水道、電気、ガス管等のライフラインの更新

メリット デメリット

改　　　築

・設計や施工上の制約が少ない

　（高層化や地下階の拡大が容易に可

　能、設計や施工は比較的容易、耐震

　基準、法規などについては最新のも

　のに対応が容易）

・廃棄物が大量に発生する。既存建物

　の解体と廃棄に費用と時間がかかる。

・工事に時間と費用がかかる。

長寿命化改修

・工期の短縮、工事費の縮減ができる

・廃棄物が少ない

・設計及び施工上の制約が多い

　（柱・耐力壁などの既存躯体を利用す

　るため間取の変更に制約が生じる場合

　がある。計画には十分な検討が必

　要。）

資 料 ： 学 校 施 設 の 長 寿 命 化 改 修 の 手 引 （ 文 部 科 学 省 ）  

資 料 ： 学 校 施 設 の 長 寿 命 化 改 修 の 手 引 （ 文 部 科 学 省 ）  
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こ れ ら の こ と を 踏 ま え 、 本 市 の 学 校 施 設 を 考 察 す る と 、 実 態 調 査 の

劣 化 状 況 調 査 で 健 全 度 が 50 点 未 満 の 建 物 は 、 小 学 校 68 棟 の う ち 27

棟 、中 学 校 40 棟 の う ち 15 棟 、幼 稚 園 7 棟 の う ち 2 棟 と な っ て い ま す 。  

こ れ ら の 建 物 を 年 次 的 に 改 築 に よ り 整 備 し て い く と 、 単 年 度 ご と の

建 設 費 が 増 大 し 、 本 市 の 厳 し い 財 政 状 況 で は 、 対 応 が 困 難 な 状 況 に な

る と 予 想 さ れ ま す 。  

し た が っ て 、 中 長 期 的 な 維 持 管 理 等 に 関 わ る ト ー タ ル コ ス ト の 縮 減

と 予 算 の 平 準 化 を 実 現 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 改 築 よ り 工 事 費 が 安

価 で 、 機 能 や 性 能 を 向 上 さ せ る 長 寿 命 化 改 修 を 基 本 と し て 整 備 を 進 め

る こ と と し ま す 。   

  た だ し 、 次 の よ う な 施 設 の 場 合 は 、 改 築 等 を 基 本 と し た 検 討 を 行 い

ま す 。   

・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 が 激 し く 、 改 修 に 多 額 の 費 用 が か か る た

め 、 改 築 し た ほ う が 経 済 的 に 望 ま し い 施 設   

・ コ ン ク リ ー ト 強 度 が 著 し く 低 い 施 設 （ お お む ね 13.5Ｎ /㎟ 以 下 ）  

・ 基 礎 の 多 く の 部 分 で 鉄 筋 が 腐 食 し て い る 施 設  

・ 校 地 環 境 の 安 全 性 が 欠 如 し て い る 施 設  

こ れ ら の よ う な 、 老 朽 化 が 著 し い 建 物 や 改 修 が 難 し い 建 物 に つ い て

は 、 改 築 を 検 討 し て い く こ と と な り ま す が 、 改 築 ま で の 期 間 に 応 急 的

な 補 修 ・ 修 繕 を 計 画 的 に 行 う な ど 、 当 面 の 安 全 性 ・ 機 能 性 等 の 保 全 を

行 い ま す 。  
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⑵  予 防 保 全 の 方 針  

 学 校 施 設 の 老 朽 化 に 伴 い 補 修 箇 所 は 増 加 し て お り 、 現 状 で の 維 持 管

理 は 、 施 設 の 破 損 や 不 具 合 が 生 じ て か ら 補 修 等 を 行 う 「 事 後 保 全 」 が

中 心 と な っ て い ま す 。 こ の た め 、 施 設 の 点 検 を 定 期 的 に 実 施 し 、 児 童

生 徒 の 安 全 性 上 問 題 が あ る 箇 所 を 優 先 的 に 改 善 す る こ と を 行 っ て い る

状 況 で す 。   

  事 後 保 全 の 問 題 点 と し て は 、 補 修 等 の 事 案 が 発 生 し て か ら の 対 処 に

な り 、 突 発 的 な 事 故 の 発 生 や 補 修 費 用 の 増 加 が あ げ ら れ ま す 。 こ の た

め 、 施 設 を 常 に 健 全 な 状 況 で 維 持 し 適 正 な 教 育 環 境 を 提 供 す る た め に

は 、 中 長 期 的 な メ ン テ ナ ン ス に よ る 「 予 防 保 全 」 へ の 転 換 が 求 め ら れ

て い ま す 。   

  予 防 保 全 を 行 う こ と で 、 施 設 の 不 具 合 に よ る 被 害 の リ ス ク を 緩 和 す

る こ と や 、 改 修 、 日 常 的 な 維 持 管 理 の 費 用 を 平 準 化 し 、 中 長 期 的 な ト

ー タ ル コ ス ト を 下 げ る こ と が 可 能 と な り ま す 。  

し か し 、 本 市 に お い て は 老 朽 化 し た 建 物 が 多 く 、 直 ち に 予 防 保 全 へ

の 転 換 を 図 る に は 、 毎 年 一 定 程 度 の 費 用 を か け 、 建 物 を 健 全 な 状 況 に

戻 す 必 要 が あ り 、 財 政 的 に も 難 し い 状 況 で す 。   

  し た が っ て 、 ま ず は 長 寿 命 化 改 修 し た 施 設 の 計 画 的 な 維 持 管 理 を 実

施 し て い く こ と を 優 先 し な が ら 予 防 保 全 へ の 転 換 を 図 り つ つ 、 施 設 を

長 く 使 用 す る た め 、 適 切 な 維 持 管 理 を 行 っ て い く こ と と し ま す 。  
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⑶  目 標 使 用 年 数 の 設 定  

 学 校 施 設 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 法 定 耐 用 年 数 は 47 年 と な っ て い

ま す が 、 こ れ は 税 務 上 、 減 価 償 却 を 算 定 す る た め に 設 定 さ れ た も の で

す 。 物 理 的 な 耐 用 年 数 は こ れ よ り も 長 く な っ て お り 、 学 校 施 設 の 長 寿

命 化 計 画 策 定 に 係 る 手 引（ 平 成 27 年 4 月 文 部 科 学 省 ）に よ る と 、適 切

な 維 持 管 理 が な さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 及 び 鉄 筋 の 強 度 が 確 保 さ れ る 場 合

に は 70～ 80 年 程 度 、 さ ら に 、 技 術 的 に は 100 年 以 上 持 た せ る よ う な

長 寿 命 化 も 可 能 で あ る と さ れ て い ま す  。   

  こ れ を 踏 ま え 、学 校 施 設 の 目 標 使 用 年 数 は 80 年 を 基 本 と し て 設 定 し

ま す 。 な お 、 各 施 設 の 改 築 時 期 は 、 学 校 施 設 全 体 の 事 業 量 に つ い て 平

準 化 を 図 る 必 要 が あ る た め 、目 標 使 用 年 数 80 年 を 前 後 す る こ と も 必 要

に な り ま す 。   

  ま た 、 鉄 骨 構 造 物 に つ い て は 、 技 術 的 な 耐 用 年 数 の 目 安 は あ り ま せ

ん が 、 鉄 材 に お け る 防 錆 や ボ ル ト の 締 め 付 け が 維 持 さ れ る 限 り 使 用 可

能 と 想 定 し 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 物 と 同 様 と し ま す 。  

 

 

 

 

  



出水市学校施設等長寿命化計画 

 

 

60 

 

⑷  改 修 周 期 の 設 定  

 長 寿 命 化 改 修 し た 学 校 施 設 は 、目 標 年 数 か ら す る と 40 年 前 後 使 用 す

る こ と が で き ま す が 、 施 設 を 長 期 的 に 健 全 な 状 態 で 維 持 を 行 い 、 経 年

に よ る 機 能 や 性 能 の 低 下 を 抑 制 す る た め に 、 予 防 保 全 的 な 改 修 と な る

大 規 模 改 造 （ 外 壁 ・ 屋 上 改 修 等 ） を 20 年 経 過 後 に 行 う こ と と し ま す 。  

  ま た 、長 寿 命 化 の 対 象 と な ら な い 建 築 後 40 年 未 満 の 施 設 の う ち 、建

築 年 数 が 20 年 以 上 の 施 設 に つ い て は 、大 規 模 改 造（ 外 壁・屋 上 改 修 等 ）

の 周 期 に な っ て い る こ と か ら 、 施 設 の 状 態 に 応 じ た 部 分 的 な 改 修 を 計

画 的 に 行 い ま す 。  

 

 

  

長寿命化改修

大規模改造等

築年数

建
物
の
水
準

20年

60年

40年

80年

大規模改造等

大規模改造等

・外壁改修

・屋上防水

・内装改修

大規模改造等

・外壁改修

・屋上防水

・内装改修

長寿命化改修

・外壁改修 ・屋上防水

・内装改修 ・電気設備改修

・機械設備改修（トイレ改修等）

・コンクリート中性化対策

・鉄筋腐食対策

・多様な学習形態への対応等

・給水設備更新（埋設管含む。）
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３  幼 稚 園 の 整 備 方 針  

⑴  現 状 と 課 題  

 第 3 章 で も 述 べ た と お り 、 市 立 幼 稚 園 園 児 数 は 減 少 を 続 け て お り 、

令 和 元 年 5 月 1 日 現 在 の 市 立 幼 稚 園 の 充 足 率 は 45.9％ と な っ て い ま す 。

そ れ に 比 べ ほ と ん ど の 保 育 園（ 認 定 こ ど も 園（ 保 育 園 ）を 含 む 。）で 充

足 率 は 100％ を 超 え て い ま す 。  

働 き 方 の 多 様 化 等 に よ り 幼 稚 園 需 要 は さ ら に 減 少 す る と 思 わ れ ま す 。 

 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

(140) － － － 18 33 34 85 60.7%

(70) － － － 15 14 19 48 68.6%

(35) － － － 4 6 10 20 57.1%

(105) － － － 8 9 12 29 27.6%

(35) － － － 2 4 2 8 22.9%

(70) － － － 7 4 12 23 32.9%

(35) － － － 3 6 3 12 34.3%

私

立
(104) － － － 29 33 28 90 86.5%

(幼) (120) － － － 17 29 19 65 54.2%

(保) (102) 8 15 20 25 13 12 93 91.2%

(幼) (15) － － － 1 0 0 1 6.7%

(保) (90) 6 14 17 19 22 24 102 113.3%

(幼) (15) － － － 0 4 2 6 40.0%

(保) (110) 4 17 20 27 20 21 109 99.1%

(幼) (15) － － － 2 2 3 7 46.7%

(保) (62) 5 7 17 10 13 10 62 100.0%

(幼) (10) － － － 2 14 20 36 360.0%

(保) (90) 3 17 22 24 14 1 81 90.0%

(幼) (12) － － － 5 4 3 12 100.0%

(保) (90) 8 18 18 19 16 16 95 105.6%

(120) 8 16 22 20 25 16 107 89.2%

(120) 2 16 22 24 24 24 112 93.3%

(20) － － － － － － 0 0.0%

(90) 0 14 16 17 21 22 90 100.0%

(80) 3 16 16 20 18 22 95 118.8%

(70) 1 13 13 16 18 19 80 114.3%

(70) 1 11 11 14 21 16 74 105.7%

(80) 6 12 13 18 14 16 79 98.8%

(60) 3 9 10 13 15 14 64 106.7%

(60) 2 10 12 14 14 8 60 100.0%

(90) 3 14 18 25 20 22 102 113.3%

(90) 4 17 17 15 17 23 93 103.3%

令和元年5月1日現在

だるま保育園

沖田保育園

わかたけ保育園

愛育保育園

鶴荘幼稚園

出水聖母幼稚園

もみじ保育園

大久保さくら保育園

江内みかん保育園

西出水認定こども園

しもずる保育園

野田保育園

合　計 充足率

東出水保育園

米ノ津保育園

大川内保育園

保

　

育

　

園

市

立

私

立

園　　名

出水保育園

福之江保育園

えいふく保育園

慈光幼稚園

野田幼稚園

園　　児　　数
定　員

市

立

幼

　

稚

　

園

紫翠幼稚園

東出水幼稚園

米ノ津幼稚園

米ノ津東幼稚園

切通幼稚園

認

定

こ

ど

も

園

私

立

太陽の子鹿島こども園

資 料 ： 出 水 市 の 教 育   
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⑵  再 編 整 備 方 針  

 課 題 の な か で も 最 も 深 刻 な の は 、 保 育 需 要 の 高 ま り 、 特 に 市 立 幼 稚

園 の 園 児 数 の 著 し い 減 少 で す 。 近 い 将 来 に お い て 半 数 以 上 の 市 立 幼 稚

園 が 単 独 で の 運 営 が で き な く な る お そ れ が あ り ま す 。  

こ れ が 現 実 化 す れ ば 幼 稚 園 と い う 市 の 子 育 て 支 援 が 機 能 し な く な る

こ と に な る こ と か ら 、 一 刻 も 早 い 対 処 が 必 要 と な り ま す 。 そ の た め に

は 、 就 学 前 の 子 ど も に 教 育 ・ 保 育 を 一 体 的 に 提 供 す る 認 定 こ ど も 園 に

移 行 す る こ と が 極 め て 有 効 で あ る と 考 え ま す 。 園 児 数 の 偏 在 化 及 び 少

子 化 の 進 行 す る 現 状 に 見 合 っ た 適 正 な 施 設 数 と し 、 認 定 こ ど も 園 に 移

行 す る こ と で 、 幼 稚 園 教 育 を 受 け た い と 考 え る 保 護 者 の ニ ー ズ を 満 た

す と と も に 、 一 定 の 集 団 規 模 を 確 保 す る こ と が で き ま す 。   

ま た 、令 和 元 年 10 月 か ら 開 始 さ れ た 幼 児 教 育・保 育 の 無 償 化 に 伴 い 、

保 育 園 の ニ ー ズ の 高 ま り が 予 想 さ れ る と と も に 、 市 立 幼 稚 園 と 私 立 幼

稚 園 の 保 育 料 の 差 が な く な る こ と で 市 立 幼 稚 園 の メ リ ッ ト も 半 減 さ れ

ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 以 下 の 方 針 で 令 和 2 年 度 か ら 検 討 を 始 め 、 令 和 ４

年 度 ま で の で き る だ け 早 い 時 期 に 具 体 的 な 方 針 を 決 定 し 、 整 備 を 進 め

ま す 。  

・ 市 立 幼 稚 園 の 集 約 化  

  ・ 認 定 こ ど も 園 へ の 移 行  

  ・ 民 間 活 力 の 推 進  
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４  そ の 他 の 方 針  

⑴  プ ー ル の 整 備 方 針  

 プ ー ル の 耐 用 年 数 は 約 30 年 と 言 わ れ ま す が 、 20 校 中 19 校 が 築 30

年 を 経 過 し て い ま す 。 プ ー ル は 約 2 月 と 利 用 期 間 が 短 い 中 、 コ ス ト が

か か る こ と か ら 、 以 下 の 方 針 で 集 約 化 の 検 討 を 進 め ま す 。  

・ 数 校 で 利 用 で き る プ ー ル を 拠 点 と な る 学 校 に 配 置 す る 。  

・ 市 営 プ ー ル 及 び 民 間 プ ー ル を 活 用 す る 。  

 

  

健 全 度 の 算 定  

プ ー ル 施 設 を 5 つ の 部 位 に 分 け 、 劣 化 状 況 を 4 段 階 で 評 価 し 、 100

点 満 点 で 数 値 化 し た 評 価 指 標 で す 。「 部 位 の 評 価 点 」と「 部 位 の コ ス ト

配 分 」 を 下 表 の よ う に 定 め 、 健 全 度 を 100 点 満 点 で 算 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

健全度

築年数

米ノ津中

出水小 西出水小 東出水小 米ノ津小

米ノ津東小 切通小 大川内小 下水流小

江内小 野田小 鶴荘学園 出水中

高尾野中 江内中

蕨島小 野田中

上場小

  築50年以上

築30年~39年

築20年~29年

  築20年未満

築40年~49年

50点未満

高尾野小 大川内中

50点以上

部位の評価点 部位のコスト配分

評　価 評価点 コスト配分

健全度

Ａ

5.4

7.7

総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷100

部　位

100 1 躯体 69.2

40
3 機械設備

B 75
2 仕上

5 その他 16.2

計 100.0

Ｄ 10

4 上屋 1.5
Ｃ
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⑵  給 食 調 理 場 の 整 備 方 針  

 各 学 校 の 給 食 調 理 場 は 、 高 尾 野 ・ 野 田 地 域 及 び 荘 地 区 は 給 食 セ ン タ

ー 方 式 で す が 、 出 水 地 域 は 、 単 独 調 理 場 又 は ブ ロ ッ ク 調 理 場 方 式 と な

っ て い ま す 。  

単 独 調 理 場 及 び ブ ロ ッ ク 調 理 場 に は 、 前 室 が な く 調 理 室 に 直 接 入 れ

る 動 線 に な っ て い る な ど 、 衛 生 面 で の 課 題 が あ り 、 給 食 調 理 場 の ド ラ

イ 化 や ハ サ ッ プ（ HACCP ( ※ )）管 理 を 適 用 す る 場 合 は 、現 状 の 面 積 で は

納 ま ら な い た め 、 改 築 し て 対 応 す る 事 に な り ま す 。     

し か し 、 給 食 を 提 供 す る た め に は 、 現 在 の 調 理 場 を 運 営 し た ま ま で

改 築 を 行 う こ と が 必 要 で あ る た め 、7 調 理 場 で 推 定 22 億 6,000 万 円 も

の 費 用 が 必 要 な こ と や 建 設 場 所 の 確 保 が 難 し い な ど の 問 題 が あ り ま す 。 

以 上 の こ と か ら 、出 水 地 域（ 荘 地 区 を 除 く 。）に お い て も 給 食 セ ン タ

ー 化 の 検 討 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

  

調理場の種類

単独調理場 304 161 ㎡ 336 ㎡ 299,040 千円

単独調理場 646 178 ㎡ 433 ㎡ 385,370 千円

ブロック調理場 362 (291) 179 ㎡ 336 ㎡ 299,040 千円

大川内小学校 (東出水小） (35)

上場小学校 (東出水小） (11)

大川内中学校 (東出水小） (25)

単独調理場 277 260 ㎡ 336 ㎡ 299,040 千円

ブロック調理場 367 (336) 163 ㎡ 336 ㎡ 299,040 千円

切通小学校 (米ノ津東小) (31)

単独調理場 625 250 ㎡ 433 ㎡ 385,370 千円

単独調理場 342 150 ㎡ 336 ㎡ 299,040 千円

設計・建設費

(設備・備品を含む)
現状面積 必要面積

米ノ津中学校

児童生徒数

出水小学校

西出水小学校

東出水小学校

米ノ津小学校

米ノ津東小学校

出水中学校

学校名

(※ ) HACCP と は 、食 品 等 事 業 者 自 ら が 食 中 毒 菌 汚 染 や 遺 物 混 入 等 の 危 害 要 因（ ハ ザ ー ド ）

を 把 握 し た 上 で 、 原 材 料 の 入 荷 か ら 製 品 の 出 荷 に 至 る 全 行 程 の 中 で 、 そ れ ら の 危 害 要

因 を 除 去 又 は 低 減 さ せ る た め に 特 に 重 要 な 工 程 を 管 理 し 、 製 品 の 安 全 性 を 確 保 し よ う

と す る 衛 生 管 理 の 手 法 で す 。  

こ の 手 法 は 国 連 の 国 連 食 糧 農 業 機 関（ FAO）と 世 界 保 健 機 関（ WHO）の 合 同 機 関 で

あ る 食 品 規 格（ コ ー デ ッ ク ス ）委 員 会 か ら 発 表 さ れ 、各 国 に そ の 採 用 を 推 奨 し て い る

国 際 的 に 認 め ら れ た も の で す 。  
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⑶  教 員 住 宅 の 整 備 方 針  

 教 員 住 宅 の 役 割  

 管 理 職 住 宅 及 び 一 般 教 員 住 宅 は 、 民 間 賃 貸 住 宅 の 供 給 不 足 や 道 路 網

の 整 備 状 況 に よ り 通 勤 圏 が 限 ら れ て い た こ と や 転 勤 の 多 い 教 員 に 対 し 、

安 定 的 か つ 良 好 な 居 住 先 を 確 保 す る こ と を 目 的 に 整 備 が さ れ て き た も

の で す 。  

 特 に 管 理 職 住 宅 に つ い て は 、 施 設 管 理 上 、 緊 急 時 の 迅 速 な 対 応 や 地

域 と 学 校 の 連 携 に よ る 良 好 な 学 校 運 営 の 観 点 か ら 学 校 敷 地 内 ま た は 、

学 校 の 近 く に 建 設 し 、 校 長 、 教 頭 用 に 供 し て き ま し た 。  

 

 教 員 住 宅 の 実 態  

教 員 住 宅 の 経 過 年 数 は 、築 50 年 以 上 が 479 ㎡（ 10.3％ ）、築 40 年 以

上 50 年 未 満 が 1,000 ㎡（ 27％ ）、築 30 年 以 上 40 年 未 満 が 2,000 ㎡（ 34％ ）

と な っ て お り 、築 30 年 以 上 を 合 わ せ る と 47 棟（ 73％ ）、床 面 積 3,000

㎡ （ 71％ ） と な っ て い ま す 。  
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Ｓ

34

以

前

36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 H
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3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29

（㎡）

築20年以上 57棟（89%） 0.4万㎡（88%）

対象建物

64棟

0.5万㎡

（年度）

築30年以上 47棟（73%） 0.3万㎡（71%）

築30年以上

0.2万㎡(34%)

築40年以上

0.1万㎡(27%)
築20年以上

789㎡(16.9%)

築10年以上

490㎡(10.5%)
築10年未満

67㎡(1.4%)

築50年以上

479㎡(10.3%)

築年別整備状況

小学校（出水） 中学校（出水） 小学校（高尾野） 中学校（高尾野） 小学校（野田） 中学校（野田） 義務教育学校 商業高校 その他
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教 員 の 住 宅 事 情  

 教 員 個 々 の 生 活 ス タ イ ル や 価 値 観 の 多 様 化 、 民 間 賃 貸 住 宅 の 供 給 数

の 増 加 や 交 通 ア ク セ ス 等 の 社 会 経 済 情 勢 が 変 化 し 、 教 員 を 取 り 巻 く 住

宅 事 情 は 大 き く 変 化 し て き ま し た 。  

 ま た 、 民 間 賃 貸 住 宅 に 入 居 す る 教 員 に つ い て は 、 賃 貸 料 に 応 じ た 住

宅 手 当 が 支 給 さ れ る こ と か ら 、 ラ イ フ ス タ イ ル に 合 う 住 宅 を 求 め る 傾

向 が あ り ま す 。  

 

  今 後 の 方 向 性  

  今 後 の 方 向 性 と し て は 、 以 下 の 方 針 で 検 討 を 進 め ま す 。  

・原 則 と し て 、新 た な 教 員 住 宅 の 設 置 、既 存 住 宅 の 改 築 は 行 わ な い 。  

・ へ き 地 （ 上 場 小 学 校 区 ） に つ い て は 、 法 律 上 、 教 員 住 宅 を 設 置 す

る 必 要 が あ る た め 、必 要 な 改 修 な ど に 努 め 、引 き 続 き 整 備 を 行 う 。  

・ 民 間 賃 貸 住 宅 の 供 給 数 が 多 い 校 区 に つ い て は 、 人 事 異 動 な ど に 合

わ せ 、 教 員 住 宅 と し て の 用 途 を 廃 止 す る 。  

・ 民 間 賃 貸 住 宅 の 供 給 数 が 少 な い 校 区 に つ い て は 、 必 要 な 改 修 な ど

に 努 め 、 引 き 続 き 整 備 を 行 う 。  
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第５章  

基本方針を踏まえた施設整備の水準  

 

 

 

１  改 修 等 の 整 備 水 準  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６ ８  

２  維 持 管 理 の 項 目 ・ 手 法 等  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ ０  

 ⑴  維 持 管 理 の 項 目  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ ０  

 ⑵  点 検 ・ 評 価 結 果 の 蓄 積  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ ０  
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１  改修等の整備水準  

 長 寿 命 化 改 修 に 当 た っ て は 、 単 に 数 十 年 前 の 建 築 時 の 状 態 に 戻 す の で

は な く 、「 安 全 面 」、「 機 能 面 」、「 環 境 面 」を 確 保 す る た め の 改 修 を 行 い ま

す 。   

「 安 全 面 」、「 機 能 面 」 の 改 修 で は 、 構 造 体 の 長 寿 命 化 や ラ イ フ ラ イ ン

の 更 新 等 に よ り 建 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 維 持 管 理 コ ス ト の 縮 減 、 計 画 的 な

支 出 に よ る 財 政 の 平 準 化 を 図 り 、「 環 境 面 」の 改 修 で は 多 様 な 学 習 形 態 に

よ る 活 動 が 可 能 と な る 環 境 の 提 供 な ど 、 現 代 の 社 会 的 な 要 請 に 応 じ る た

め の 改 修 を 行 い ま す 。  

 
 

長 寿 命 化 改 修 で は 、 整 備 水 準 を 高 め る ほ ど コ ス ト は 高 く な り ま す が 、

建 物 性 能 の 向 上 に よ り 建 物 寿 命 が 延 び た り 、 設 備 機 能 の 向 上 に よ り 光 熱

水 費 の 縮 減 に つ な が り ま す 。   

整 備 レ ベ ル に つ い て は 、 次 ペ ー ジ の 表 を 標 準 と し ま す が 、 校 舎 の 状 況

や 改 修 内 容 に よ り 整 備 水 準 を 柔 軟 に 変 更 し ま す 。 ま た 、 ラ イ フ サ イ ク ル

に お け る コ ス ト の 試 算 を 行 い 、 予 算 の 見 通 し を 踏 ま え た 整 備 水 準 の 設 定

を 行 い ま す 。  

項　　目 整　備　内　容

・外装（屋上防水、外装仕上材、躯体のクラック、

　鉄筋補修等）

・内装（床、壁、間仕切り等）

・非構造部材の耐震対策

・防災機能

・防犯対策

・事故防止対策

・設備（空調、給排水等）

・ICT設備

・バリアフリー対応（段差の解消等）

・トイレ改修（洋式化、乾式化）

・断熱性能の向上（壁、開口部等）

・遮音性能の向上（壁、開口部等）

・設備の高効率化（ICT化、空調機設置等）

環境面を確保・維持するための改修

機能面を確保・維持するための改修

安全面を確保・維持するための改修
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整備レベルの標準  

 

 

　高 低　

屋根・屋上

外部開口部

その他外部

内部仕上げ

受変電設備

照明器具

給排水設備

空調設備

電

気

設

備

機

械

設

備

整備レベル

バリアフリー化

便所

内

部

仕

上

げ

部　　位

外壁

外

部

仕

上

げ

アスファルト防水

コンクリート保護層あり

アスファルト防水

コンクリート保護層なし
シート防水 塗膜防水

フッ素系塗料 シリコン系塗料 ウレタン系塗料 アクリル系塗料

外断熱 内断熱 断熱なし

サッシ交換

（複層ガラス等）
シーリング打替え

既存サッシのガラス交換

（複層ガラス等）

手摺・スロープの設置 既存のまま

エレベーター設置 設置しない

点字ブロック設置 設置しない

日射抑制装置

（ライトシェルフ又は庇）
設置しない

内装の全面撤去・更新

（木質化）

床補修

壁・天井塗替え
既存のまま

内装の全面撤去・更新

ドライ化

床補修

壁・天井塗替え
既存のまま

洗浄機能付き便座 洋式化 既存のまま

節水型便器

小便器（センサー）
節水型 一般型

自家発電設備 通常受電

給水設備更新

（敷地内の埋設管も含む。）
既存補修

LED照明に交換

（人感センサー、照度センサー付）

LED照明に交換

（センサーなし）
蛍光灯照明

空調機の設置・更新 扇風機の更新 既存のまま

多目的トイレの設置 設置しない
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２  維持管理の項目・手法等  

⑴  維持管理の項目  

  学 校 施 設 を で き る 限 り 長 く 、 安 全 で 良 好 な 状 態 で 使 用 す る た め 、 今

後 は 、 従 来 の よ う な 不 具 合 が 生 じ た 後 に 、 補 修 ・ 修 理 を 行 う 事 後 保 全

型 の 管 理 か ら 、 不 具 合 を 未 然 に 防 ぎ 、 劣 化 や 損 傷 が 顕 在 化 す る 前 の 段

階 か ら 予 防 的 に 対 策 な ど を 実 施 す る こ と で 、 機 能 の 維 持 ・ 回 復 を 図 る

予 防 保 全 型 の 維 持 管 理 へ 転 換 し て い き ま す 。  

  予 防 保 全 型 の 維 持 管 理 で は 、 日 常 的 、 定 期 的 な 施 設 の 点 検 を 実 施 す

る こ と が 重 要 に な り ま す 。  

 
 

⑵  点検・評価結果の蓄積  

  予 防 保 全 に よ る 維 持 管 理 に 取 り 組 み な が ら 、 日 常 的 、 定 期 的 な 点 検

に よ り 老 朽 化 状 況 を 評 価 ・ 把 握 し ま す 。 そ の 点 検 ・ 評 価 結 果 と 改 修 履

歴 を デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 計 画 的 な 維 持 管 理 が 行 え る よ う に デ ー タ の 蓄

積 を 図 り ま す 。  

調査主体 調査者 点検種別 実施時期 点検内容

日常 日常的な設備などの点検

毎学期定期
児童生徒などが通常使用する

施設及び設備の異常の有無

必要がある時 必要な点検

各月
受変電設備（キュービクル）

浄化槽設備

年２回 消防用設備

各種設備の自

主点検
年１回 プールろ過装置

外壁点検 10年に１回
外壁仕上（タイル、石貼り、

モルタル等）の全面打診

予算ヒア 年１回 施設の不具合箇所の確認

５年に１回

　10年に1回は

　専門業者

専門業者

劣化度調査

屋根・屋上、外壁、設備機器

等について目視による現地調

査（文科省解説書に準拠）

学校 教職員など

学校保健安全

法に基づく安

全点検

各種設備など

の法定点検

学校設置者

（学校施設

所管課）

学校施設

所管課職員


